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A) 10%葡萄糖溶液 30cc を 20 分間にわたり点的久山
B) 20%葡萄糖滴液 35cc を 40 分間にわたり点滴負荷
葡佑糖負荷は耳静岡くより行い，空気栓塞で殺したの被股ドの皮質切片を Palade 法により!日定，上昇 Al­
cohol 系列で脱水， n-Buthyl および Methyl-methacrylate を 7:3 に混合した Monomer で包埋， LKB 
Sj?trand-Ultramicrotome を用い超薄切片を作成， JEM・5G の電子顕微鏡で検鋭した勺
葡萄糖負荷後，細胞は膨化して管腔は細胞自由表面にある刷子縁で閉塞されているの刷子縁は密生する
長い Microvilli によって構成され，それぞれの Microvillus の表面は細胞膜に連続しているが，隣接する




















また Microvilli を覆う細胞膜が細胞体内に陥入して小胞を形成するのこの小胞は Pinocytosis に由来し，
相互に連結，融合して空胞状または小管状となり細胞基底部に向って細胞内小管系として通液路を構成し，















また Microvilli を覆う細胞膜が細胞体内に陥入して小胞を形成する。乙の小胞は Pinocytosis に由来し，
相互に連結，融合して空胞状または小管状となり細胞基底部に向って細胞内小管系として通液路を構成し，
基底部細胞膜または基底部陥入膜に連なり， Peritu bular Space に聞くものと推測される。細胞内小管に
密接して糸粒体が配列することは細胞内葡萄糖転送に密接な関係があることを示唆するものである。また
さきに発表した PAH 排油機構の形態学的研究と対比して， Microvilli よりなる Brush Border は吸収に
基底部細胞膜の最入構造は主として排加に関係し，細胞膜の表面積および新生される細胞内小管系の形成
が転送量とほぼ平行し，また従来最入細胞膜構造は他細胞における小胞体と相同の機能を営むものと考え
られていたが，物質転送にあたりこの細胞においても小胞体が新生されることを明らかにした。
以上著者の成績は尿細管細胞構造の変化がその機能と密接な関連を有することを明らかにしたもので腎
生理の研究のみならず生検標本による腎疾患診断にも寄与する所はなはだ大きいと思われる。
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